
Φ35mm培養用シャーレ
パラフィンオイル

シリコンオイルでもよい

培養液ドロップレット

（微少滴培養法）

標準的な気相は、
5%CO2 in air
37～39.5℃

標準的な培養液は、
炭酸ガス含有気相で
平衡する培養液

この培養方法の特徴は、
・少量の培養液で済む
・顕微鏡観察が容易
・パラフィンオイル等で
表面を覆うので、衛生
的な取り扱いが可能

受精卵の体外培養法

胚の洗浄

胚の透明帯に付着して
いるかも知れない病原体
を洗浄することによって、
可能な限り数を減らし、産
まれてくる子牛はもとより
受卵牛にも感染する機会
を最小にする。
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体外受精卵移植の流れ

２－２ 体外受精卵移植

卵巣からの卵子吸引

体外培養で発育した牛受精卵

体外受精（矢印は精子）

移植

細胞を提供する動物と核内遺伝子構成が同一な個体を作出

する技術

受精卵由来の割球を用いる『受精卵クローン』と

体細胞（培養した線維芽細胞）を用いる『体細胞クローン』がある

卵
巣
か
ら
未
熟
卵
子
を
採
取

検
査
・
体
外
成
熟
培
養

成
熟
卵
細
胞
か
ら
核
を
除
去

細
胞
を
除
核
成
熟
卵
子
と
融
合
＊

再
構
築
胚
の
培
養

再
構
築
胚
の
品
質
検
査

＊：受精卵クローンでは、受精卵由来の割球細胞、
体細胞クローンでは、体細胞を用いる

借
り
腹
牛
へ
の
移
植

３ クローン技術（核移植技術）

クローン作出の流れ
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